









導員は 2008 年からこの群落の生育状況を把握してきたが、2013 年にこの群落でネズミ類
によるものと思われる茎や蕾への食痕が多数確認されたため、前報でその結果を報告した。






導員（旧東京都専門委員、以下東京都レンジャー）は、2008 年より年に 1 回、オガサワラ
アザミの開花期にあたる 5 月に当該地域で生育状況の確認を行ってきた。2013 年からは当
地域のオガサワラアザミに著しいネズミの食害が見られたため、食害状況の調査を行って












表 1 に 3 年間の食害状況を示す。2015 年は区画内のオガサワラアザミの総個体数が 106
個体であり 3 回の調査の中で最も少なかったが、そのうち抽だい個体が 81 個体であり抽だ
い個体の割合は最も高かった。これは 2015 年の調査が過去の調査日よりも 2 週間程遅く、
例年に比べて各個体の成長が進んでいたためと考える。食害率（食害有個体数／個体数）
をみると、2015 年は抽だい個体の 96.3％に対して蕾部分がむしり取られるなどの食害が見





















　　食害　 有 78（42） 0 78
　　　　　 無 3 25 28
計 81 25 106
食害率 96.3% 0.0% 73.6%




　　食害　 有 60 0 60
　　　　　 無 11 59 70
計 71 59 130
食害率 84.5% 0.0% 46.2%
調査日：2014 年 5 月 17 日
2013 年
抽だい個体数 ロゼット個体数 計
　　食害　 有 47 0 47
　　　　　 無 11 81 92
計 58 81 139
食害率 81.0% 0.0% 33.8%
調査日：2013 年 5 月 10 日
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